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ジャンルとしての小説の歴史における

サドの『小説論』の位置と意味

真部清孝

フランス大革命をへて，時代は一八世紀から一九世紀へと移り変わろう

とするまさにその時，サドの『小説諭J は発表された。この時期は，小説

というジャンルの歴史においても，転回点となるような重要な時期であっ

た。よく知られるように，一人世紀における小説というジャンルの進展は

めざましく，その出版点数は言うまでもなく，前世紀では考えられなかっ

たような影響力を「文芸共和国J (Republique des le仕res）において持つ

ようになっていた。しかし同時に，小説は，詩や演劇といった古代から存

在する由緒正しいジャンルとちがい，正統な血統を持たず，それゆえに受

ける偏見からくる様々な批判の対象でもあった。一八世紀における小説の

歴史は，このような偏見との闘いの歴史でもある。この世紀もまさに終わ

ろうとする時に出たサドの『小説論』には，そのような歴史が刻印されて

いるのだ。そして，この歴史は次の時代，シャトープリアンからゾラへ

と，ジャンルとしての小説が全盛をむかえたとされる一九世紀へと直結し

ている。このような連結ポイントにサドの『小説論』は位置しているの

だ。

『小説論』の成立

共和暦8年も終わりにさしかかろうとする 1800年の盛夏，著者としてサ

ドの名前を冠した中短篇小説集『恋の罪』がパリのマセ書店から出版され

たヘ十一編の物語が収録されたこの小説集は，全四巻から構成され，そ

の第一巻の冒頭には『小説論j が据えられている。
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『恋の罪』を上梓した当時のサドは，作家としてどのような位置にあっ

たのだろうか。作家としての実質的なキャリアのスタートは，国王の封印

状により監禁されていた彼が，フランス革命により 1790年4月に自由の身

になった時期にまで遡る。監禁中に書きためていた戯曲をさまざまな劇場

に売りこむかたわら（この売りこみは，ほとんど成功しなかったが），

1791 年には匿名で『ジ、ユスチーヌあるいは美徳の不幸j を出版。 1795年

には「市民S事＊＊」の名で『アリーヌとヴァルクール』を，そして匿名で

『閏房哲学』を上梓する。 1799年には『新ジュスチーヌ ,I, 1800年初頭に

は戯曲『オクスチエルヌ J，『恋の罪J 出版から約半年後の 1801 年初頭に

は『新ジ、ユスチーヌ j の姉妹編である『ジ、ユリエット物語あるいは悪徳の

栄えj を世に送りだしている。そして，その数ヶ月後，彼は逮捕されるこ

ととなる。

つとに指摘されていることだが，彼の作品は違法と遵法の二つの系列か

らなっている。プレイヤード版の『サド作品集』の校訂者であるミシェ

ル・ドロンの言葉をかりれば「秘教的な（esoterique) J 作品群と「公教

的な（exoterique）」作品群ということになるわけだがペ上記の作品で言

えば，前者には『ジ、ユスチーヌ j もの，『閏房哲学J，『ジ、ユリエット J，そ

して後者には戯曲作品，『アリーヌとヴァルクールj，『恋の罪』が属する

ことになる。匿名でひそかに流布され，けっして認知されることがない作

品群と，自作として誰はばかることなく標梼される作品群，サドはこの二

系統の作品をたくみに書き分けていたのだ。しかし，作家としてのこの二

重生活も，『恋の罪j が出版される時期には破綻を見せているo 違法の作

品である『ジュスチーヌ J の悪名はすでにとどろいておりへ残虐な作風

のポルノグラフィ一作家として世間はサドを認知しつつあったのだ。『ジ

ユスチーヌ』の作者と噂されるサドは，毅然としてはいるが実のところ偽

善的でしかない声明を，その『小説論』の最後に挿入しているは） 0 

遵法の作家としての名声をもとめるサドの姿勢が，『恋の罪』には（そ

してもちろん『小説論j にも）色濃くにじみ出ているわけだが，この小説

集の構想は，出版から十数年以前のバスチーユ監禁の時期に遡る。それま
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で書きためていた五十編ほどの短めの物語からいくつかを選別して短篇集

を編もうという計画を，サドは 1788年 10 月 1 日の時点で書き記している。

短篇集のタイトルは『ある南仏吟遊詩人による一八世紀のコントと滑稽

諌』 （Conteset fabliaux du XVI/le siecle par un troubadour provenfal） ，そし

て「これらの諸短篇は，深刻で悲劇的な物語のつぎには陽気で猿雑な（と

はいえつねに良俗と良識の範囲内で）物語がかならず交互にくるというふ

うな配列になるJ (5）というのである。この当初の計画は，『恋の罪J ではそ

のまま実行されず，短篇集は陰欝な雰囲気の物語のみで構成されることに

なる。これは，サドが，一八世紀末における暗黒小説の大流行から時代の

趣向を察知し，迎合した結果といえよう。

『小説論J の成立については，サドが構想していた雑文集『ある文人の

書類入れj (Le Port，ゆuilled'un homme de lettres） に収録される予定であっ

た『小説に関する書簡－マリヴォーとラファイエット夫人の小説の比較論

とともにj が原型であったと推測できる（ヘしかし，この小論の原稿は

残っていないし，実際に着手されたものかどうかさえ疑わしい。『小説に

関する書簡』とおそらく同じ構想のもとに書かれたのが，『一八世紀のコ

ントと滑稽謹』の「緒言J の原稿であろう（九そして，この原稿に大幅に

加筆し，書き改めたものが，『恋の罪J 冒頭に『小説論』として発表され

たものなのだ。

サドは，その論考の対象物である小説というジャンルの定義からはじめ

ている。「小説というのは，人々の人生においてめったに起こりえないよ

うな珍しい出来事によって構成された架空の作品のことをいう。J (8）この定

義は穏当なものであり， 1798年版のアカデミー・フランセーズの辞書の，

「一般に散文で書かれ，人生における珍しい出来事や，人間のもろもろの

情念の進展の一部始終を描写した作り話を含んでいる作品」（9）という定義

とほぼ一致する。また，これらの定義は，当時小説を論じる際には必ず典

拠とされた『小説の起源に関するスグレ氏宛の書簡.I (1669）においてダ

ニエル・ユエが，「ほんらい小説と呼ばれるものは，読者の楽しみと教化

のため，散文によって巧みに書かれた，恋愛に関する出来事からなる作り
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話のことであるj(lO) C していることも想起させる。 1771年版のトレヴーの

辞書の，「読者に楽しく気晴らしをさせるために考え出された，恋愛や騎

士道を題材とした物語や冒険を含む架空のことを扱った書物」（11) c いうの

も，ユエの定義とほぼ同一線上にある。このように比較してみると，サド

による小説の定義は伝統的，別の言い方をすれば少々古くさく感じられる

ということだ（ロ） 0 

サドは小説の起源を検証し，古代から同時代の作品までを通覧しつつ一

気阿成に論じ，さらに小説技法，あるべき小説家の姿を提示する。これら

をわずか数十ページの論考でやってのける。そのような力業の結果が，

『小説論』というテキストなのである（ヘ

「一人世紀小説のジレンマ」

『恋の罪』の前置きとして書かれた『小説諭j であるが，当時の小説作

品の冒頭には序文（Preface），緒言（Avertissement），序言（Avis au 

lecteur）といったものが置かれることが多かった。例えば代表的なものだ

けでも，マリヴォーの『マリアンヌの生涯j，プレヴォーの『マノン・レ

スコーJ，ルソーの『新エロイーズJ，ラクロの『危険な関係』といった作

品にはすべて，前置きとなるテキストが付されている。この種のテキスト

のトーンは，真撃なものから譜諺的なものまでさまざまだが，当然のこと

ながら，どれも自らの作品を擁護するという点では一致している。つま

り，小説作品とは，弁護っきでしか読者の前に姿をあらわすことができな

い代物だ、ったのだ。これら口頭弁論のごときテキストは，一人世紀を通し

て小説というジャンルが置かれていた立場を如実に物語っている。

「文芸から生まれる作品のあらゆるジャンルのなかで，小説ほど評価さ

れていないものは少ない。しかし，これほどいたるところで求められ，熱

心に読まれているものも他にはないのである。」（14）ラクロは， 1784年の

『メルキュール・ド・フランス』誌上でこう述べている。芸術的あるいは

美学的な観点、から小説にくだされる低い評価と，実際の作品の好調な売れ

行きとは好対照をなしていた。『恋の罪』が出版された世紀の変わり目に
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いたっても，この状況にたいした変化がないことは，共和暦9年（1800-

1801）に発行されたある定期刊行物の次のような記述を見てもわかるであ

ろう。「フランスにおける出版業はかつてないほどの活況を呈しているの

だが，文芸はこのうえない貧困に直面している。（中略）今日このジャン

ル（小説）だけが流行している。小説への熱狂があらゆる人々の心をとら

えているのだ」。「小説家たちは疲れを知らないようだし，あらゆるジャン

ルの貧困のなかで，うまくいっているのはこの文芸のジャンルくらいだろ

う 0 （中略）今日，慣惰な生活を送っているわれわれが，なんとか読む気

になれる作品は小説だけであるJ（回。小説というジャンルの旺盛な生命力

に感嘆しつつも，「文芸のこのうえない貧困」の原因が，小説の流行にあ

るとでも言いたげである。

一八世紀を通して，小説というジャンルが飛躍的な発展をとげたことは

まぎれもない事実であるが，それは同時に，新参者に対する偏見との苦闘

の歴史でもあった（16）。悲劇や喜劇，そして詩のような古代ギリシャ以来か

らの伝統的なジャンルとことなり，小説には，モデルとなるような古典的

作品が存在せず，創作上の確聞とした規範もないことから，「文芸共和国」

においてつねに胡散臭い存在と見られていた。それは，害毒をおよぽす病

原菌のごとく扱われることさえあった。例えば， 1736年に小説を糾弾す

るために行われた，有名なポレー神父のラテン語の講演を『トレヴ一新

聞』が紹介した記事に，次のようなくだりがある。「法律は，あらゆる害

悪を予防し，有害な食品とか品質のあやしい商品といったものを取り締ま

るものであるJ ので，「市民の健康，生命，安全を考慮」するのなら，「精

神を汚染し，心を惑わすペスト」である小説も取り締まりの対象にすべき

であるとは7）。実際， 1737年には大法官のダギユツソーによって，その実

効性は疑わしいものであるが，小説の出版が禁止されたりもしている（路） 0 

一八世紀において，多くの小説は匿名で出版されているし，そもそも

堂々と「小説」と銘打たれて発表されること自体少なかった。『新エロイ

ーズ』ゃ f危険な関係』の副題を思い浮かべるまでもなく，小説のタイト

ルには r ..・ H・の手紙（Lettres)j' r ..・ H・の回想（Memoires)J, 『......の告
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白（Confessions）』といった言葉がならぴ，語られようとする物語が虚構

ではないと，これ見よがしに主張しているかのようである。「小説という

おぞましい呼び名を私の耳元でささやかないでください……。異論の余地

なく，この種の作品は文芸の汚辱なのです」 (19）と，当時の人気作家バキュ

ラール＝ダルノーは懇願している。『新エロイーズ』が出版された 1761年

においても，「フランス，スペイン，イギリスと，これらの作家（小説家）

がどんなに評価されようとも，けっして彼らが第一級の文筆家として国民

から敬われることはないで、しよう」（20）などと言う者もいた。つまり，文学

者としてのゆるぎない評価を小説作品によって得ることは，ほぼ不可能と

されていたのだ。

小説を読むことは「美的感覚にとっても公序良俗にとっても危険」なも

のでありうると，デイドロは言っている（2九小説は，美学的そして道徳的

な観点、からの批判につねにさらされていた。美学的な観点からの批判は，

このジャンルが他の古くからあるジャンルとちがい，由緒正しい出生証明

がないということに根ざしている。一方，道徳的な批判は，ほとんどの小

説が恋愛を主題としているということからきている。恋愛の諸相の克明な

描写によって，読者が好もしからぬ影響を受けるのではないかという懸念

があったのだ。

美学的な観点からの批判は，とくに小説の invraisemblance （真実味に

欠けていること）に集中した。この批判は勿論，『アストレ』に代表され

る前世紀のプレシオジテの小説（romans precieux）を念頭においてなさ

れたものなのだが，これに答えるかのように，一八世紀前半の小説作品に

はレアリスムの傾向が芽生えてきた。この写実を重視する傾向は，恋愛な

どさまざまな人間の情念の克明詳細な描写を忌む道徳論者をいらだたせる

性質のものであっただろう。ところで，この点について『一人世紀におけ

る小説のジレンマ』の著者であるジョルジ、ユ・メイは言っている，「一八

世紀を通して，言動の礼節（bienseances）を重んじる規則はその影響力

を大きく減じ，いっぽう真実らしさ（vraisemblance）を重んじる規則の

権威はそのまま，むしろ増大したのである。」（22）つまり，小説作品におい
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ては，しだいに道徳律よりもレアリスムが重んじられるようになったわけ

である。

小説は「人生の写し絵 (le tableau de la vie humaine) J であるとは，当

時の作家がよく口にした言葉であるが，これは上記のレアリスムの傾向を

端的に言いあらわした観念であろう。サドも，小説とは「時代風俗の写し

．絵 (le tableau des mぽurs secul剖res）」（p. 29）であると断言しているし，

息子クレピヨンの『心と気の迷い』の序文の一説はつとに有名である。

「しばしば正当な道理をもって，良識ある人々から蔑まれている小説だが，

うまく扱えば，たぶん，あらゆるジャンルのなかでもっとも有益なものに

なり得るジャンルである。それは，不可解でわざとらしい場面や，性格や

行動があいかわらず本当らしくないない（hors du vraisemblable）主人公

をいっぱい登場させるかわりに，喜劇のように，小説を人生の写し絵とな

し，そこで悪徳や滑稽さが譜責されるならばの話である。」（23）モリエール

の喜劇などで人間の滑稽さが描かれることの効用は，そこに観客が自らの

欠点を認め，自戒することにあるという考え方がある。同様に，「人間の

悪徳をただすJ という金科玉条を身にまとい，「人生の写し絵」というレ

アリスムの手法は小説作品においてひろく受け入れられることとなった。

しかし早晩，この「写し絵」は悪用される。悪徳をいましめるという目的

さえ掲げれば，さまざまな悪徳の露骨できわどい描写も許されるという解

釈が可能だからである。例えば， 1765年に出版されたあるポルノグラフ

イツクな作品の序文に，次のようなくだりを読むことができる。「小説は，

滑稽なものを描くこと，その時代の写し絵をものすことを目的としなけれ

ばならない。人が小説を読みつつ，そこに自分の習慣や悪徳を見いだすよ

うにしなけれならない。するとその小説は，意にかなった有益なものとな

るのだ。」（24）この種のレアリスムは，ポルノグラフィーの隠れ蓑ともなり

うるもだ、ったのだ（制。

「試練にさらされる美徳J というテーマ

小説における過度のレアリスムの進行への反動からか，一八世紀後半に
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は，マルモンテルの『道徳物語（contes moraux) j シリーズに象徴される

ような，モラル重視の傾向が台頭する。マルモンテルは『道徳的側面から

論じられた小説論J の冒頭で，文学作品の価値はその「道徳的観点からの

有用性（utilite morale）」にのみ存すると高らかに宣言している（制。ユエ

の頃からすでに，小説は読者に「美徳が栄光に輝く姿，そして悪徳が罰せ

られる姿J を呈示しなければならないとされていた問。リチャードソンは

『パミラ j （この小説の副題は『報われた美徳』である）の序文で，「悪徳、

を，もっとも嫌悪をもよおさせるような様相のもとに描き，美徳を美化

し，ほんとうに好もしいものに見せる」という小説作法の原則を提示して

いる制。一八世紀フランスにおけるリチャードソンの流行は，ルソーへの

熱狂とあいまって，美徳の称揚というものを小説に必ず織り込まなければ

ならないという風潮を醸成した。美徳の専制支配とでも呼べる状況だが，

小説家はこの種の要請に答えないわけにはいかなかった。スタール夫人の

『虚構論J によると，「良い小説からは，美徳について書かれたどのような

啓蒙書などよりも，さらに純粋でより高尚な教訓を引き出すことができ

る」ということになる（制。『危険な関係J や『ジ、ユスチーヌ J といった美

徳の称揚からほど遠い作品においてさえ，最後の数ページでは，形だけと

はいえ悪徳は罰せられ，美徳は報いられるという筋書きになっていること

からも，この美徳の専制支配がいかに強力だ、ったかがうかがわれる。

しかし，「罰せられる悪徳」，「報いられる美徳」というあまりにも単純

な図式への反発があったしても当然であろう。『危険な関係』や『ジ、ユス

チーヌ J の取ってつけたような結末は，美徳の専制支配に対する郷捻や皮

肉として読むこともできる。また，メルシエは『演劇論J において，当時

の文学作品の判で押したような勧善懲悪の展開に，単なる「偏見j の産物

であると論難をあびせている。そのような現実とかけ離れた筋書きによっ

て，観客あるいは読者が感興を覚えるかというと，それは大いに疑問だと

いうのだ。「毎日のように，正直な人間が不幸になり，悪人の邪なたくら

みが成功しているのです。人間の心に深い印象を与え，そして大いなる不

幸を描いて断腸の思いを感じさせるには，完全にそして忠実に現実を模倣
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しなければなりません。」（30）発想は逆転し，「美徳の不幸J，「悪徳の栄え」

というテーマが推奨されることになる。

「美徳の不幸」あるいは「試練にさらされる美徳J というテーマは，サ

ドの小説が典型的だが，苦悩する美貌の女性の姿をとおして描かれること

が多い。確かに，この手のヒロインや筋書きは陳腐で，マリオ・プラーツ

が言うように「人類とともに古いJ (31) ものである。しかし，『クラリッサJ

など，美徳ゆえに迫害をうける畳場人物を描くリチヤードソンの作品が流

行しはじめた 1740年代以降，「試練にさらされる美徳J というモチーフは

新たな脚光をあびる（担）。時代は，感受性（sensibilite）を称揚する方向に

むかつており，感動ゃあわれみをかき立てるような場面が文学作品におい

て好んで描かれるようになる。「試練にさらされる美徳j というテーマは，

このような時代の趣向にみごとに合致したのだ。それは同時に，美とは善

のひとつの属性であるという古典主義的で安定的な美の概念とは大きく異

なる（あるいはそれを否定しかねないような），新たな美の概念を登場さ

せる契機ともなった。「苦悶する美」あるいは「悲槍の美」とでも呼べる

新たな美のタイプ，つまり，異形の美のタイプが提示されたのだ。美貌の

ヒロインは苦悩し，悲嘆の涙にくれる，その姿に読者は魅了される。ある

同時代人は言う，「私にとって， fクラリッサ』はすばらしく見事で，とて

も感動的なものに思われるのです。とういうのは，苦悩というものは，そ

れはそれで独自の魅力を持っているからなのです」（制。これは，アリスト

テレスの「カタルシスJ 理論のひとつの応用と考えることができる。登場

人物に自己同一化し，その苦悩に涙することよって，心の中のしこりを排

池し，心の中が浄められるとういうのだ。

美徳のヒロインの落花狼籍の姿を，サドは好んで描く。その時，登場人

物のどんな些細な苦痛の表現をも逃すまいと，彼の筆致は研ぎ澄まされ

る。彼にとって美とは，つねに苦悶の相のもとに描かれべきものなのだ。

例えば，美徳、と美貌をかねそなえたフランヴァル夫人の「涙にくれ，憂欝

にうちひしがれた」姿は，「ミケランジ、エロが描いた苦悩のただなかにあ

る美しい処女」（p. 431）に喰えられる（『ウジェニー・ド・フランヴア
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ルj）。サドによる筋書きでは，美徳は試練にさらされるだけではなく，最

後には必ず悪徳の前に屈服しなければならない。それはもはや「美徳の不

幸」ではなく「美徳の屈辱」である。他の作家が「試練にさらされる美

徳J を描きつつも，おおむね最後には「罰せられる悪徳j，「報いられる美

徳」という道徳的な結末を用意していたのとは対照的だ。サドは，「試練

にさらされる美徳」というありきたりの主題からモラルの仮面をはぎと

り，それを換骨奪胎し，転用あるいは悪用したのだ。彼は，『美徳、の不幸』

の冒頭で，皮肉たっぷりの偽善的な口調で次のように語っている。「美徳

をひじように敬い，心やさしく感受性ゆたかな女性を襲う幾多の不幸，そ

してその一方，この女性を踏みつけにし，迫害する女性におとずれる素晴

らしい幸運の数々を描かなければならないということは，まちがいなく残

酷なことである」（制。楽天的な啓蒙思想が支配した一人世紀が終末をむか

えた時期に，「美徳、の不幸」と「悪徳の栄えJ がこの世界の普遍的で絶対

的な法則であることを喝破し，それを機械的な九帳面きで執劫に証明しよ

うとしたところにサド作品の独自性が存するのだ。

「作家の戴冠」

『小説論J においてサドは言う，「読者の興味をひくには，美徳、を勝利さ

せてばかりではいけない」。「なぜなら，美徳が勝利すると，物事はかくあ

らねばならない状態のままで，私たちの涙は流れるよりさきに澗れてしま

うものなのである。ところで一方，もし厳しい試練のすえに，美徳が悪徳

に打ち負かされるのを見た場合，きっと私たちの魂は引き裂かれる。『私

たちの心は逆境にもてあそばれ血まみれになる』と，きながらデイドロが

言ったように，その作品は私たちを激甚な感動で揺さぶり，間違いなく感

興を呼び起こすはずだし，そしてそれのみが成功を約束するものなのであ

る。J (p. 27）小説の美学に関するサドの議論は，道徳律をはなれ，いかに

して読者を感動させるかという点に収飲する。『小説論』のなかでは実際，

「読者の感興（interet) J，「読者を感動させる (interesser）」という表現が

しきりと使われる。
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読者に同情をもよおさせ，感動させるために，小説家は何を描かなけれ

ばならないのだろうか。サドは言う，「だから，このジャンル（小説）で

仕事をする時，まず把握しなければならないのは自然であり，また自然が

創りだしたもののなかでもっとも奇妙なものというべき，人間の心なので

ある。（中略）小説は，この心の忠実な鏡なのであるから，心のあらゆる

襲を描きつくすことが，ぜひとも必要なのである。」（p. 27）小説家の筆

は，「人間をその内部からとらえる，仮面をとった時の人聞を描く」（p.

29），つまり，人間の内なる自然（nature）を捕捉しなければならないの

だ。サドによると，「人間の心の知識」は，「不幸および旅行によってのみ

得られるJ という。なぜなら，「人間というものをよく知るには，あらゆ

る国の人々を見てみないといけないし，その真の姿は，彼らの被害者に

なってみないとわからない」（pp. 29-30）からなのである。

この発言は，度重なる醜聞により，監禁の憂き目にあったり，逃亡の身

とならざるを得なかったサドの冒険小説を街併とさせる前半生を思い浮か

べてみると興味深い。しかし，小説家は人間の心の観察者たるべきだとい

う考え方自体は，サド独特のものではなく，この時期に共通の小説観だっ

たと思われる。例えば，レチフは，「人間の心を解剖」するのが小説の本

分であるとし，批評家のラ＝アルプは，「良い小説とは，人間の心の物語で

ある」と断言している倒。また，スタール夫人は『虚構論j のなかで，小

説とは「秘められた人間の心の知識J や「魂の内面の動き」（36）を披渥すべ

きものとしている。ただし，文学作品の道徳的側面を重んじるこれらの作

家の小説観と，道徳、律を瑚弄しながら逆用するサドのそれとは対照的なの

ではあるが。「道学者気取りはやめたほうがいしE。小説のなかに道徳をも

とめる人などいないのだからJ (p. 31）というサドの郁捻が聞こえてきそ

うである。

サドは『小説論j の後半部分で，小説家志望の者に助言を与えるという

かたちで，自らの小説の美学を展開している。ここでサドが描く作家の理

想像は，一八世紀から一九世紀へとむかう時代の変わり目において，もは

や啓蒙の時代のそれではなく，ロマン主義的な「作家の戴冠」（ポール・
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ベニシュー）を予見している問。「私たちが君に求めるのは飛躍であって，

規則などではない」（p. 30）とサドは言う。あらゆる規範を忌避し，創造

性を追求するために自由であろうとするロマン主義的文学観を，これほど

簡潔に表現した言葉はほかにないであろう。

あらゆる芸術の規則，そして道徳律が要請する禁忌をも超越し，小説家

は自らの創造の情熱に身をまかせるべきなのだ。「おお，この茨の道を歩

もうとする者よ，くれぐれも忘れるなかれ，小説家は自然の子であるとい

うことを。自然は，自分のことを描かせるために小説家を生み出したの

だ。もし小説家が，誕生と同時に，自分の母であるところの自然の熱愛者

とならないのであれば，そんな小説家は物を書くべきではないし，われわ

れとしても，そんなものを読むことはないであろう。しかし，もし彼がす

べてを描きつくそうとする激しい渇望をおぼえ，自然の内奥をおののきと

ともに垣間見，そこに自らの技をもとめ，そこから描かんとする手本を見

つけようとし，才能の興奮と天才の熱狂を感じるならば，彼は自分を導い

てくれる導き手にしたがえばいいのだ。」（p. 30) 

ここにおいて，「自然J という，サドの文学および思想を語るうえで鍵

となる概念が出てくる。サドにおいて「自然」とは，あらゆる創造の源で

あり原動力であると同時に破壊の象徴でもある。自然は，創造と破壊を際

限なく繰り返す。この創造と破壊の連続は，人間の道徳律が定める善悪の

彼岸にあるもので，「自然の子」たる作家は，そのような自然の法則に否

応なく従わざるをえない。もし，その自然が万物を破壊し尽くし，あとに

は荒涼とした風景しか残さないにしても。サドは言う，「つねに震いてい

る自然の内奥は，かわるがわる，人類の賛沢に供される宝石や，人々を焼

き滅ぼす火の玉を噴き上げる火山の内部に似ている」（p. 31）。サドは，自

らの創造力，そして小説というジャンルが持つエネルギーを，火山の噴火

のごとく押しとどめることができない爆発力になぞらえたかったのではな

かろうか。
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結語

サドの『小説論』には，一人世紀における小説というジ、ヤンルの進化の

過程が刻印されている。古典的美学や道徳観から小説に対して発せられる

批判をかわすために，作家たちは様々な技巧をこらし，その努力が，結果

として，ジャンルとしての小説の進化の原動力となっていた。このような

進化の過程で，「試練にさらされる美徳」というテーマが析出され，脚光

をあびることになる。サドが執劫なまでに繰り返し提示する「美徳の不

幸」と「悪徳の栄え」という命題は，実はこの「試練にさらされる美徳」

というテーマを換骨奪胎し，転用したものなのである。サド作品は流星の

ごとく突如として出現したものではなく，小説というジャンルの進化に深

く根ざしたものであり，一八世紀という時代の産物なのである。『小説論』

においてサドは，先人たちの足跡をたどり，その成果を踏み台として自ら

の小説理論を展開している。同時に，彼が提示する小説の美学は，一八世

紀から一九世紀へと移り変わる時代の節目において，次の世代の豊かな作

品群へとつながる鉱脈をも提示しているのだ。
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